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神戸市スポーツ推進計画の進捗評価 

 

１．数値目標について 

  平成 30 年度の調査結果は下記のとおり。※計画策定時は 29年度の数値を参照。 

 （調査の概要） 

期間：平成 31 年 2月 26日～3月 11日 

対象モニター数：5,798名 

回答モニター数：3,752名（64.7%） 

 （調査結果） 

数値目標 平成 30年度 目標値(R10年度) 

週１回以上のスポーツ実施率 
52.5％ 

（36.7％） 
65.0％以上 

週３回以上のスポーツ実施率 
21.4％ 

（13.0％） 
25.0％以上 

スポーツ未実施者 
10.1％ 

（24.7％） 
15.0％以下 

スポーツクラブ加入者 
20.2％ 

（18.5％） 
25.0％以上 

   ※（ ）は平成 29年度の数値。 

 

２．国の動向 

（１）スポーツ実施状況等に関する世論調査 

   令和元年度調査結果 

   週１回以上のスポーツ実施率：53.6％（55.1％）【65.0％】 

   週３回以上のスポーツ実施率：27.0％（27.8％）【30.0％】 

   スポーツ未実施者：15.2％（14.8％）【0％】 

   ※（ ）は平成 30年度の数値、【 】はスポーツ基本計画の目標値(R3)。 

 

（２）国の計画 

   ・平成 23 年度にスポーツ振興法を全部改正し、スポーツ基本法を策定。 

   ・平成 24年度にスポーツ基本法に基づく「第１期スポーツ基本計画」 

    を策定（計画期間：平成 24年度～28年の５年間）し、８つの数値目標

を設定。 

   ・平成 29年度には「第２期スポーツ基本計画」を策定（計画期間：平成 

29年度～令和３年度）し、数値目標を８から２０に拡大。 

 

 

 

資料③ 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

運動する機会や運動量が減った
テレワークが増えた

体温を測る習慣がついた
仕事上のストレスが増えた
家庭でのストレスが増えた
病院へ行く機会が減った

通常よりコミュニケーションに気を遣い面倒になった
不要なコミュニケーションが減り、楽になった

食生活が健康的になった、または改善した
お酒を飲む量が増えた

体重を測る習慣がついた・頻度が増した
血圧を測る習慣がついた・頻度が増した

仕事上のストレスが減った
睡眠の質が下がった（よく眠れなくなった）

お酒を飲む量が減った
健康機器での測定回数が増えた

食生活が不健康になった、または不規則になった
睡眠の質が上がった（よく眠れるようになった）

健康管理を行うデバイスを新たに購入した
たばこを吸う量が増えた

家庭でのストレスが減った
たばこを吸う量が減った

かかりつけ医に相談するようになった
無料健康相談を利用した

特に生活の変化はない

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止下における、行動の変化について

お知らせください。

 

 

３．新型コロナウイルス感染症の影響による社会経済活動の変化 

 

（１）健康に関する意識の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生活様式の変化 

  

35.2%

31.6%
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25.0%
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18.3%

6.4%

2.0%
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0% 10% 20% 30% 40%

運動することを心がけるようになった

疾患のリスクに関して情報を集めるようになった

ストレスを溜めないように心がけるようになった

食事に気をつかうようになった

睡眠の質や時間を意識するようになった

記録した測定値を気にするようになった

生活改善に対する情報を集めるようになった

健康機器で測定する意識が高まった

お酒の量を減らすようになった

たばこの量を減らすよう意識するようになった

特にない

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止下における、現在の健康に関する

意識の変化をお知らせください。

出典：オムロンヘルスケア㈱「新型コロナウイルス感染症の流行下における意識や生活の変化～30,000 人アンケートで見えてきた高血圧管理のポイント～

（2020 年 5 月 15 日） 

・オムロンヘルスケア㈱の健康管理アプリ「OMRON connect」を利用するユーザー約 30,000 人を対象にアンケートを実施（有効回答数 26,724 人）。 

・データは「健康に関する意識の変化」について、「特にない」と回答した人以外の割合。 

回答数（25,224人） 

回答数（25,224人） 
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（３）歩数分布の変化 

 
 

 

 

 

 

 

（４）ランニングに関する意識の変化 

  株式会社アシックスが定期的にエクササイズを行っている世界 12カ国の一

般の方を対象に、新型コロナウイルス感染症影響下におけるランニングに関

する意識調査を実施したところ、下記のような結果となった、 

 【調査結果のポイント】 

  ・新型コロナウイルス感染症拡大前から定期的にエクササイズを実施し 

ていると回答した人の 36%が、外出自粛前よりも活発にエクササイズをし

ている。 

・79%の人が、ランニングやエクササイズによって気分が晴れ、自分自身を 

コントロールできていると実感しており、65%の人が、ランニングは精神 

面におけるメリットがあると回答している。 

・73%の人が、新型コロナウイルス感染症拡大が収束した後も、同じように 

走り続けたいと考えている。 
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新型コロナウイルス流行下での生活習慣の変化

3,000歩未満 3,000~6,000歩 6,000~9,000歩 9,000歩以上

出典：株式会社リンクアンドコミュニケーション「新型コロナウイルス流行下での生活習慣の変化」（2020 年 8 月 6 日） 

・調査対象は、株式会社リンクアンドコミュニケーションが提供している AI 健康アプリ「カロママ」、「カロママプラス」のユーザー。 

・分析期間は、2020/2/1 日（日）～2020/7/11 日（土）。歩数は、当該期間との差を比較するために、2020/1/12～2/1 のデータも利用。 

・日本人の平均歩数の半分未満となる「3,000 歩未満」、「3,000～6,000 歩」、「6,000～9,000 歩」、健康日本 21 の目安である「9,000 歩以上」

の 4 段階に区分し、期間による変化を分析。 

出典：株式会社アシックス 心身における影響や今後のランニング習慣など ランニングに関する意識調査を世界規模で実施（2020 年 6 月 9 日） 

・調査期間 令和２年４月１日～５月 31 日、対象：定期的にエクササイズを行っている世界 12 カ国の男女（※）、回答者数：14,000 人 

・調査方法 インターネットによる調査 

※１週間に１回以上エクササイズを行っている 18 歳から 64 歳までの男女。地域は日本、中国、インド、フランス、ドイツ、イタリア、スペイン、ロシア、 

オーストラリア、ブラジル、イギリス、米国。回答者は１地域 1,000 人（イギリスおよび米国は 2,000 人） 

n=16,302人 

16,302  

コロナ影響前 

16,302  

自粛要請 

16,302  

緊急事態宣言 

16,302  

緊急事態宣言解除後 

16,302  
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神戸市スポーツ推進計画 

取組状況 

 

 

 

 



 

該当ページ

１　”するスポーツ”の推進

(1)スポーツ施設の整備

スポーツ施設の維持管理 1

垂水体育館の再整備 1

磯上公園内新体育館の整備 2

スポーツ施設の環境整備 2

(2)幼児・子供のスポーツ環境・機会の充実

幼児・子供向けのスポーツ教室の開催 3

神戸市少年団 4

神戸総合型地域スポーツクラブ 4

児童・生徒の体力向上の取組 5-6

ジュニアアスリートの育成支援 ６

(3)若者・壮年のスポーツ環境・機会の充実

若者向けスポーツイベントの開催 7

神戸市民体育大会、神戸市総合体育大会の開催 7

(4)女性・高齢者・ファミリーのスポーツ環境・機会の充実

女性・高齢者・ファミリー向けスポーツ教室・イベント等の開催 8-9

生涯スポーツの推進 9-10

障がい者スポーツの推進 10-12

２　”みる・ささえるスポーツ”の推進

(1)みるスポーツ環境の整備とスポーツplus

トップスポーツチームとの連携 13-15

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会における先導的共生社会ホストタウンの認定 15

しあわせの村多目的運動広場の改修 15

神戸2022世界パラ陸上競技選手権大会 15

(2)質の高い指導者とボランティアの養成と活用

神戸市スポーツ推進委員との連携 16

スポーツ功労者表彰 16

(3)スポーツ団体等との連携・協働およびガバナンスの強化

（公財）神戸市スポーツ協会との連携 17

(4)神戸市におけるスポーツ情報の一元化

KOBE SPORTS WEBの運用 17

SNSを活用した情報発信 18

３　日常的活動の推進

(1)歩き・走り・自転車移動しやすい環境の整備

　 ウォーキング・ランニングの推進 19

しあわせの村多目的運動広場の改修（再掲） 19

自転車利用の促進 20-21

(2)家庭における日常的活動の推進

健康創造都市KOBE推進会議 21

MY CONDITION KOBE 21

(3)職場における日常的活動の推進

こうべ健康経営会議の開催 22

MY CONDITION KOBE 22

(4)バリアフリー環境の整備

スポーツ施設のバリアフリー化 22

４　”神戸らしいスポーツ”の推進

(1)自然を活かしたスポーツ環境の整備

六甲山を活用したスポーツ環境の整備 23

須磨海岸を活用したスポーツ環境の整備 24

(2)神戸発祥のスポーツなどの推進

神戸マラソンの開催 24

六甲山シティマラソンの開催 25

女子サッカーの振興 25

(3)子供や若者が楽しめるスポーツ環境の整備

スポーツイベント等の情報発信 26

(4)スポーツツーリズムの推進

ラグビーワールドカップ2019™神戸大会の開催 26-27

ワールドマスターズゲームズ2021関西の開催準備 27-28

神戸2022世界パラ陸上競技選手権大会（再掲） 28

大規模スポーツイベントの開催 29

(5)産業や大学等との連携によるハイパフォーマンス環境の整備

KOBE スマートランニングサービス実証実験 29-30

市立科学技術高等学校でスポーツデータアナリスト体験授業の実施 30

令和元年度　神戸市スポーツ推進計画取組状況　目次

政策
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政策１ “するスポーツ”の推進 

（１）スポーツ施設の整備 

項目 取組状況 所管課 

スポーツ施設の維持管理 

 地域の身近なスポーツ活動の場である地区体育館について、安

全にご利用いただけるよう、維持管理を行った。 

【体育館の利用状況】 

名称 利用者数 利用率

東灘区 東灘体育館 74,459 人 98.0%

灘区 灘区文化センター 39,498 人 99.7%

中央区 勤労会館 24,809 人 97.8%

兵庫区 兵庫区文化センター 47,115 人 93.8%

北区 北区文化センター 43,832 人 96.7%

長田区 長田区文化センター 64,550 人 94.4%

須磨区 須磨体育館 55,606 人 94.5%

垂水区 垂水体育館 82,802 人 95.1%

西区 西体育館 100,892 人 96.1%
 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課・ 

文化交流課 

垂水体育館の再整備 

老朽化が進む垂水体育館および垂水区文化センターの体育室

を一体化し、垂水スポーツガーデン敷地内に新体育館を整備する。 

令和元年度は、施設整備に向けた設計を実施した。 

 

【整備スケジュール】 

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

設計・工事 供用開始

 

 

【外観イメージ】 

 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 
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項目 取組状況 所管課 

磯上公園内新体育館 

の整備 

三宮再整備にあたり廃止される勤労会館と生田文化会館の体

育館機能を一体化した新体育館を磯上公園内に整備する。 

令和元年度は、施設整備に向けた設計を実施し、令和４年度

夏頃の供用開始を目指す。 

【整備スケジュール】 

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

設計・工事 供用開始

 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

スポーツ施設の環境整備 

近年の夏の猛暑を受けた熱中症対策として、避難所に指定され

ている体育館や、文化センター内のスポーツ施設において空調設備

の整備を推進する。 

また、利用者の安全対策の観点から床面改修にも取り組んでお

り、改修の際には、足腰への負担が少ない素材を採用している。 

令和元年度は、改修に向けた設計を実施し、令和２年度以降 

順次改修を行っていく。 

 

【令和２年度 改修スケジュール】 

 

 

 

 

 

 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課・ 

文化交流課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

王子ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

須磨体育館

灘区文化センター

兵庫区文化センター

施設

身体障害者体育館

空調整備

競技場

空調整備

競技場

床面改修

体育室

空調整備

体育館

空調整備

耐震補強工事
体育館

空調整備

体育館

床面改修

R2年度
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（２）幼児・子供のスポーツ環境・機会の充実 

項目 取組状況 所管課 

幼児・子供向けのスポー

ツ教室の開催 

地域の身近なスポーツ活動の場である地区体育館において、 

年間を通じて幼児・子供向けのスポーツ教室を開催した。 

【実施状況】 

東灘体育館

内容 対象 参加者

体育が好きになる 小１～3年 95人

親子DEピンポン 親子 28人

初めての幼児ダンス 年小～年長児 30人

のびのび体操A 年中・年長児

のびのび体操B 小１～3年

親子元気ｕpＤay 親子 17人

運動が好きになるボール遊び教室 3～8歳 29人

初めてのベビー親子体操教室 親子 10人

48人

 

須磨体育館

内容 対象 参加者

体育が得意になる 小１～3年 85人

ミニバスケットボール 小１～3年 181人

親子でJUMP！トランポリン 親子 83組

春のトランポリン短期教室 年中児～小学生 45人

鉄・とび・マットＡ・Ｂ（短期） 小１～3年 26人

ミニバスケットボールＡ・Ｂ 小学生 52人

キッズダンス 年中児～小３ 69人

ジュニアダンス 小4～中３ 27人  

垂水体育館

内容 対象 参加者

卓球（ジュニア） 小学生 133人

バドミントン（ジュニア） 小３～6年 90人

体育が好きになる 小１～3年 40人

鉄棒・とび箱教室 小学生 30人

キッズ体操（夏休み） 年中・年長児 24人

チャレンジキッズ体操 年中・年長児 25人

すこやか親子体操 親子 73組  

西体育館

内容 対象 参加者

のびのび卓球教室 小3～6年 72人

体育が好きになる教室 小1～3年 72人

にこにこ親子体操 親子 47組

キッズブレイクダンス 小・中学生 53人

わくわく子供体操 年中・年長児 76人

夏休みはじめての体操 年中～小３ 53人

リトミック 親子 24組  

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 
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項目 取組状況 所管課 

神戸市少年団 

青少年が相互の友愛に基づく自主的なスポーツ活動等を通し

て、豊かな心とすこやかな体を育むとともに、神戸を知り、神戸を大

切にする心を育てることを目的に少年団活動を実施している。 

令和元年度より、所管局が教育委員会から市長部局に変わり、

競技団体・地域等との連携の中で、青少年のスポーツ活動の機会

の確保に取り組んだ。 

【実施状況】 

参加者数(R1)

柔道教室 33人

剣道教室 26人

登山教室 54人

六甲ミニ全山縦走 123人

112チーム

1,523人

176チーム

2,130人

活動

野球リーグ

バスケットボール大会

教室活動

 

※水泳大会と駅伝大会は平成 30 年度で終了したが、競技団体

等が主催する既存の大会に、少年団活動の参加者が参加でき

る枠を設け、活動機会の確保に取り組んだ。 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

神戸総合型地域スポー

ツクラブ 

身近な地域でさまざまなスポーツ活動に取り組める拠点づくりとし

て、神戸総合型地域スポーツクラブの育成・支援を行っている。 

クラブが目指すべき将来の目標として「誰もが身近で気軽にやりた

いスポーツ、レクリエーション、文化活動ができるクラブ」、「地域に喜

ばれる魅力あるクラブ」を掲げ、令和元年度は、この 2 つのビジョンの

具体化に向けた取組を実施した。 

【総合型地域スポーツクラブ会員数】 

令和元年度 平成30年度 増減

クラブ数 163クラブ 163クラブ －

総会員数 41,396人 42,162人 △766人

内幼児 500人 444人 56人

内小学生 18,411人 18,609人 △198人

内中学生 1,007人 1,163人 △156人

内高校生 248人 318人 △70人

内大人 21,230人 21,628人 △398人  

【ビジョンの具体化に向けた取り組み（モデル事業の実施）】 

地域スポーツクラブ須磨区連絡協議会と神戸市バスケットボール

協会の協力のもと、小学校の体育館を活用したバスケットボール交

流事業を実施した。 

（開催日：令和 2 年 2 月 22 日、参加者：12 名） 

 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 
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項目 取組状況 所管課 

児童・生徒の体力向上

の取組 

(1)「体育指導のてびき」の作成 

令和２年度完全移行の学習指導要領に則した「体育指導のて

びき」を作成し、教員の指導力の向上を促進した。 

 

(2)「やってみよう！教室」の開催 

民間事業者とともに行う授業「やってみよう！教室」により、低学

年期における多様な運動を推進し、様々な運動を楽しむことができ

る体つくりに取り組んだ。（令和元年度：55 校 146 学級） 

 

(3)「こうべっ子チャレンジ！新体力テスト」の実施 

小学 4～6 年生を対象に「こうべっ子チャレンジ！新体力テスト」

を、中学１～３年生を対象に「こうべスポーツテスト」を実施した。 

 

(4)体力データの分析・活用 

小学４年生～中学 3 年生までの継続した体カデータを蓄積し

分析・活用するシステムの構築を進めた。 

 

(5)「できたよ！教室」、「あおぞら水泳教室」の開催 

運動が苦手な児童の技能習得ならびに意欲向上を目指して「で

きたよ！教室」、「あおぞら水泳教室」を開催した。 

令和元年度：54 校（できたよ！教室） 

112 人（あおぞら水泳教室） 

 

(6)「神戸市小学生陸上競技記録大会」の開催 

走る・跳ぶ・投げるという運動の基礎能力の向上を目的に「小学

生陸上記録大会」を開催した。（令和元年度：4,606 人） 

 

(7)体育授業以外での運動の日常化 

「体力アップ通信」の作成、「チャレンジ 10 カレンダー」での体を動

かす遊びの紹介、体力アップ重点校（20 校）を指定するなど、体

育授業以外での運動の日常化に向けた取組を推進した。 

 

教育委員会事務局 

教科指導課・ 

児童生徒課 
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取組内容 取組状況 所管課 

児童・生徒の体力向上

の取組 

(8)全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施 

 教育委員会が、全国的な状況との関係において子供の体力・運

動能力の向上に係る施策の成果と課題を把握し、その改善を図る

とともに、継続的な検証改善サイクルを確立することを目的に、小

学校 5 年生、中学校 2 年生を対象に調査を実施した。 

（調査結果の概要） 

・小・中学校男女ともに全国平均を下回った。 

・小学校女子は昨年度より改善したが、他は下回った。 

・「体育・保健体育の授業は楽しい」との回答は小中学校男女とも

全国平均を上回った。 

 

(9)神戸市中・義務教育学校部活動ガイドラインに基づく部活動の推進 

安全で充実した指導が受けられる機会を確保するため、神戸市

中・義務教育学校部活動ガイドラインに基づき、部活動指導員

（外部人材）を活用し、充実した部活動を推進した。 

（令和元年度：部活動数 1,108 部、 

部活動指導員配置人数 285 人） 

 

(10)拠点校部活動の充実 

学校の小規模化の中でも多様な部活動に取り組めるよう、「拠

点校部活動」の充実を推進した。 

（令和元年度：35 校、57 部） 

 

(11)こうべジュニアスポーツリーダーの育成 

「こうべジュニアスポーツリーダー（KJSL）講習会によるリーダー

育成を推進した。（令和元年度：参加者 191 人） 

 

教育委員会事務局 

教科指導課・ 

児童生徒課 

ジュニアアスリートの育成

支援 

競技団体に対し、各競技種目の優秀選手並びに将来性のある

選手に適切な指導を計画的・継続的に行うことによって、精神的に

も技術的にも優れた選手を育成するための合同強化練習にかかる

費用の一部を補助する競技力向上事業補助を実施。 

（令和元年度：17 団体） 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 
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（３）若者・壮年のスポーツ環境・機会の充実 

取組内容 取組状況 所管課 

若者向けスポーツイベント

の開催 

市立スポーツ施設を活用し、「スポーツ」と「婚活」を組み合わせた

イベントを開催し、若年層のスポーツ参加を促した。 

【実施状況】 

①婚活応援スポーツ・コンパニ―（西体育館） 

開催日：令和元年６月９日 

内山容：スポーツを通じた交流 

パーティ会場での食事会 

参加者：20 人 

②スポーツ DE 婚活（中央体育館） 

開催日：令和元年 11 月 2 日 

内件容：ウォーミングアップ 

ニュースポーツ（キンボール等）を通じた交流 

パーティ会場での食事会 

参加者：37 人（4 組のカップルが成立） 

※関西広域スポーツ参画事業として開催 

③スポ婚（神戸総合運動公園） 

開催日：令和元年 11 月 23 日 

内件容：参加者の自己ＰＲタイム 

レクリエーション、バスケットボールを通じた交流 

軽食を食べながらのフリータイム 

参加者：24 人  

④スポ婚 in 王子スポーツセンター 

開催日：令和 2 年 3 月 14 日 

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止 

内件容：ウォーミングアップ・レクリエーション 

ニュースポーツ（キンボール等）を通じた交流 

パーティ会場での食事会 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 

 

建設局 

公園部管理課 

 

(公財)神戸市 

公園緑化協会 

神戸市民体育大会、 

神戸市総合体育大会 

の開催 

全市規模での競技会である神戸市民体育大会、各区を代表

する小学生から社会人までの幅広い年齢層の市民が市内全域か

ら参加し、各区対抗形式で競い合う神戸市総合体育大会を開催

し、競技参加選手・団体相互の交流と競技力の向上を図るととも

に、市民の健康づくりとスポーツ活動への参加意欲を育んだ。 

（令和元年度 参加者数） 

・神戸市民体育大会会 43,200 人 

・神戸市総合体育大会 16,400 人 

 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 
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（４）女性・高齢者・ファミリーのスポーツ環境・機会の充実 

取組内容 取組状況 所管課 

女性・高齢者・ファミリー

向けスポーツ教室・イベン

ト等の開催 

女性、高齢者、ファミリーのスポーツ環境・機会の充実を図るため

の教室・イベントの開催や、フレイル予防の取組を実施した。 

【女性向けの取り組み】 

・神戸市家庭バレーボールまつりの開催 

「生涯スポーツ」と「近隣社会の好ましい人間関係づくり」を目指

して神戸で独自に考案された家庭バレーボールで、各区で活動す

るチームが一同に集まる大会を開催した。 

開催日：令和元年 5 月 20 日、21 日、23 日、24 日 

場わ所：予選リーグ 神戸市立王子スポーツセンター 

      決勝トーナメント 神戸市立中央体育館 

参加者：162 チーム、1,182 人 

 

【高齢者向けの取組】 

・フレイル予防の取り組み 

高齢者の自立支援・重度化防止を図るため、無関心層や閉じ

こもりがちな方等に対して、生活習慣を見直すきっかけとなるイベン

トを実施する「フレイル予防支援事業」を実施した。 

内容：あんしんすこやかセンター圏域（概ね中学校区毎に 1 箇所 

設置)毎に年 1 回、健康ライフプラザで月 1 回イベントを 

それぞれ実施 

実施回数：90 回 

参加者数(延べ)：1,184 人 

 

【ファミリー向けの取組】 

・運動会直前！小学生＆親子のための「かけっこ教室」 

運動会直前に、足の上げ方や走る際の足の使い方、腕の振り

方など分かりやすい説明や実演、遊びの要素も取り入れながら早く

走れるコツを指導する教室を開催した。 

（春開催） 

令和元年 5 月 18 日 場所：王子スポーツセンター 

令和元年 5 月 25 日 場所：北須磨文化センター 

参加者：小学 1 年生 43 名、2-3 年生 64 名、親子 73 組 

（秋開催） 

令和元年 9 月 7 日 場所：北須磨文化センター 

令和元年 9 月 8 日 場所：王子スポーツセンター 

参加者：小学 1 年生 47 名、2-3 年生 59 名、親子 103 組 

 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 

 

福祉局 

介護保健課 
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取組内容 取組状況 所管課 

女性・高齢者・ファミリー

向けスポーツ教室・イベン

ト等の開催 

・走り方教室 

各種スポーツに欠かせない走る力の向上を目指した教室を、親

子ペアで参加する枠を設けて開催した。 

開催日：令和元年 7 月 20 日・令和 2 年 2 月 8 日 

場あ所：王子スタジアム 

参加者：親子 81 組、小学生 84 人、中学生 23 人 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 

生涯スポーツの推進 

(1)神戸市生涯体育大学 

高齢者の方が、人生をより楽しく、より健康に過ごすために、スポ

ーツやレクリエーションを通して、健康の維持増進や生涯スポーツの

推進を図るための講座を開催した。 

開 催 日：第 86 回あ令和元年５月 10 日～６月 21 日 

第 87 回あ令和元年９月６日～10 月 25 日 

実施種目：フォークダンス、弓道、卓球、ハイキング、 

ボウリング、社交ダンス、民謡、グランドゴルフ 

参 加 者：第 86 回：168 人 

第 87 回：123 人 

 

(2)神戸市民山の会 

神戸市民の健全なレクリエーション活動として、登山を通じ、市

民の健康づくり、愛山緑化精神の普及・向上を図ることを目的に活

動する神戸市民山の会の活動を推進した。 

【山の日親子ハイキング】 

山の日制定を記念して、親子で楽しく緑の山を歩き山に愛着を

もつことを目的に、神戸市民山の会との共催により開催。 

開催日：令和元年 10 月 20 日（日曜） 

コース ：神戸電鉄西鈴蘭台駅～星和台公園 

～しあわせの村～村内散策後芝生広場（約 4km） 

参加者：親子 85 組、計 206 人 

 

【毎日登山累年成績表彰】 

毎日登山を続けられた市民山の会の会員のうち、一定回数に達

した方々の表彰を行った。 

令和元年度受賞者 407 名 （ ）は受賞者の内訳 

24,000 回：1 名、20,000 回：1 名、18,000 回：1 名 

16,000 回：5 名、15,000 回：2 名、14,000 回：2 名 

13,000 回：9 名、12,000 回：6 名、11,000 回：9 名 

10,000 回：8 名、6,000 回～9,000 回：91 名、 

15,000 回：44 名、500 回～4,000 回：228 名 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 
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取組内容 取組状況 所管課 

生涯スポーツの推進 

(3)神戸市民ラジオ体操の会 

市民の体位向上と健康明朗な心身の育成を図るため、ラジオ体

操の指導・普及・奨励に関する必要な事業を行う神戸市民ラジオ

体操の会の活動を推進した。 

【年中無休ラジオ体操団体数】 

72 団体（令和 2 年 1 月 30 日時点） 

 

【年中無休ラジオ体操 5000 回以上達成者表彰】 

毎日ラジオ体操を続けられた市民ラジオ体操の会の会員のうち、

一定回数に達した方々の表彰を行った。 

受賞者 115 名 （ ）は受賞者の内訳 

20,000 回：1 名、15,000 回：1 名、13,000 回：2 名 

11,000 回：2 名、10,000 回：3 名、19,000 回：3 名 

18,000 回：5 名、17,000 回：18 名、6,000 回：29 名 

15,000 回：52 名 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

（５）障がい者のスポーツ環境・機会の充実 

取組内容 取組状況 所管課 

障がい者スポーツの推進 

(1)神戸市障害者スポーツ大会の開催 

障害種別を問わず参加できる神戸市の障害者スポーツの祭典

である神戸市障害者スポーツ大会を開催した。 

種目 開催日 会場 参加者

卓球 令和元年4月14日（日曜） 王子スポーツセンター

身体障害　59名

知的障害　159名

精神障害　9名

合計　227名

フライングディスク 令和元年5月12日（日曜） 王子スタジアム

身体障害　82名

知的障害　140名

精神障害　14名

合計　236名

水泳 令和元年5月19日（日曜）
神戸市民福祉スポー

ツセンター

身体障害　29名

知的障害　134名

合計　163名

陸上競技 令和元年5月26日（日曜） ユニバ―記念競技場

身体障害　91名

知的障害　557名

精神障害　7名

合計　655名  

 

(2)障害者スポーツ教室の開催 

 障害のある方のスポーツ振興を図るため、市民福祉スポーツセンタ

ー等において、障害者スポーツ教室を開催した。 

（令和元年度実績） 

①身体障害児・者スポーツ教室 

場所：市民福祉スポーツセンター（体育館・プール） 

しあわせの村 

福祉局 

障害福祉課 

 

社会福祉法人 

神戸市社会福祉

協議会（神戸市

障害者スポーツ振

興センター） 
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取組内容 取組状況 所管課 

障がい者スポーツの推進 

 

教　室　名 参加者

脳血管障害者体操教室（16歳以上） 48人

卓球教室（16歳以上） 55人

ビームライフル教室（16歳以上） 24人

身体障害者水泳教室（16歳以上） 40人

身体障害児水泳教室（3歳～高校生親子） 28人

ダーツ教室（16歳以上） 16人

夏期水泳教室（小中学生親子） 3人

車いすテニス教室（16歳以上） 10人

ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ教室（16歳以上） 10人

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾃﾆｽ教室（16歳以上） 3人

ｼｯﾃｨﾝｸﾞﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ教室（16歳以上） 4人

小計 241人  

②知的障害児・者スポーツ教室 

場所：市民福祉スポーツセンター（体育館・プール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

③障害区分なしの教室の開催 

場所：市民福祉スポーツセンター（体育館） 

 

 

  

 

④アイススケート教室の開催 

地域の対象者に氷上で体を動かし、アイススケートに親しむ機会

を提供した。 

期山日：2020 年 3 月 8 日（日) 

場山所：神戸市立ポートアイランドスポーツセンター 

参加者：新型コロナウイルス感染症の対応のため中止 

福祉局 

障害福祉課 

 

社会福祉法人 

神戸市社会福祉

協議会（神戸市

障害者スポーツ振

興センター） 

教　室　名 参加者

バドミントン教室（16歳以上） 32人

リズム体操教室（16歳以上） 中止

小計 32人

教　室　名 参加者

体操教室（16歳以上） 22人

水泳教室（5歳～小学校3年生親子） 57人

水泳教室（小学校4年生～6年生親子） 35人

水泳教室（中学生～20歳親子）　 114人

水泳教室（16歳以上） 76人

体操教室（中学生以上） 20人

夏期水泳教室（小学生親子） 24人

夏期水泳教室（中学生～高校生親子） 25人

体操教室（5歳～小学6年生） 9人

体操教室（3歳～就学前） 16人

小計 398人
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取組内容 取組状況 所管課 

障がい者スポーツの推進 

(3)パラ・スポーツ王国 HYOGO&KOBE❝夢プロジェクト 2019❞の開催 

パラリンピックムーブメントを一層高めていくため、しあわせの村全

面を活用した障害者スポーツイベントを開催した。 

（実施種目） 

車いすテニス、アーチェリー、アンプティサッカー、CP（脳性麻痺

者）サッカー、ブラインドサッカーゴールボール、卓球バレー、ふうせ

んバレーボール、シッティングバレー、車いすバスケットボール、 

タンデムサイクリング、フライングディスク、陸上、射撃、吹矢、 

ボッチャ、ローンボウルズ 

（参加者数）  

  3,445 名 

 

(4)あすチャレ！スクールの開催 

児童生徒に「障がい」に対する気づきの機会を提供し、これまでの

意識を変えることで行動（明日へのチャレンジ）につなげることを目

的に、日本財団パラリンピックサポートセンターがパラアスリートと連携

して実施するプログラムを神戸市においても開催した。 

【実施状況】 

講甲師：永尾 嘉章氏（車いす陸上）  

開催期間：令和元年 4 月～令和 2 年 3 月 

対象校：小学校９校、中学校３校 

福祉局 

障害福祉課 

 

社会福祉法人 

神戸市社会福祉

協議会（神戸市

障害者スポーツ振

興センター） 

 

文化スポーツ局 

国際スポーツ室 
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政策２ “みる・ささえるスポーツ”の推進 

（１）みるスポーツ環境の整備とスポーツ plus 

取組内容 取組状況 所管課 

トップスポーツチームとの 

連携 

神戸市を拠点に活動するトップスポーツチームと連携し、スポーツ

観戦機会の充実や、子どもたちとの交流事業等を実施することで、

スポーツに親しみやすい環境づくりを行った。 

(1)市民観戦会の実施 

 ヴィッセル神戸や、INAC 神戸をはじめ、神戸に拠点を置くトップス

ポーツチームの試合観戦会を開催し、多くの市民に試合を観戦して

いただく機会を提供した。 

 

(2)学校訪問事業の実施 

・「夢の教室」（ユメセン）  

JFA（日本サッカー協会）に登録されたアスリートが小学校に出

向き、子供達に「夢を持つことの大切さ」や「仲間と協力することの

大切さ」を伝える事業を実施した。 

【実施状況】 

①桜の宮小学校（令和 2 年 1 月 27 日） 

夢先生：大竹 七未（サッカー） 

アシスタント：法師人 美佳（サッカー） 

②東須磨小学校（令和 2 年 1 月 27 日、30 日） 

夢先生：27 日 小林 祐梨子（陸上競技） 

   30 日 後藤 史（サッカー） 

アシスタント：法師人 美佳（サッカー） 

③西灘小学校（令和 2 年 1 月 28 日） 

夢先生：大竹 七未（サッカー） 

アシスタント：法師人 美佳（サッカー） 

④小寺小学校（令和 2 年 1 月 29 日） 

夢先生：藤井 惠（総合格闘技） 

アシスタント：法師人 美佳（サッカー） 

 

・INAC 神戸による学校訪問事業 

INAC 神戸レオネッサの現役選手が小学校を訪問し、ゲームや

児童との対話を通じて「仲間の大切さ」を伝える授業を行った。 

【実施状況】 

実施日：令和元年 10 月 4 日、11 月 14 日、12 月 12 日 

実施校：9 校・21 クラス 

 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 
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取組内容 取組状況 所管課 

トップスポーツチームとの 

連携 

・VISSEL 神戸による学校訪問事業 

サッカーボールの寄贈活動「Goal For Smile」を実施し、全小学

校 164 校へ選手が訪問した。 

また、ヴィッセル神戸の選手たちが小学校を訪問し、「夢」につい

ての授業を行う「夢で逢えたら」を 2 校・4 クラスで実施した。 

 

(3)トップアスリートによるスポーツ教室 

未来を担う青少年の健全育成につながる事業として、様々な競

技のトップアスリート協力のもと、各種スポーツ教室を実施した。 

・おきしおプロジェクト 

【実施状況】 

①ランニングクリニック（平成 31 年 4 月 28 日） 

講 師：小林 祐梨子 

参加者：48 名 

②ラグビー教室（令和元年 6 月 16 日） 

講 師：神戸製鋼コベルコスティーラーズ 

参加者：37 名 

③フットサル教室（令和元年 8 月 17 日） 

講 師：アルコイリス神戸 

参加者：32 名 

④ハンドボール教室（令和元年 8 月 29 日） 

講 師：宮崎 大輔 

参加者：53 名 

⑤水泳教室（令和元年 10 月 5 日） 

   講 師：青木 智美 

   参加者：110 名 

 

・INAC 神戸レオネッサによるサッカー教室（小学校） 

INAC 神戸レオネッサの現役選手が小学校を訪問し、ボール遊

びを通じて「スポーツの楽しさや素晴らしさ・ルールの意義」をプロ選

手の立場から子供たちに伝える授業を行った。 

【実施状況】 

実施日：令和 2 年 2 月 21 日 

実施校：3 校・6 クラス（3 月分は休校により中止） 

 

・INAC 神戸レオネッサによるサッカー教室（KLFC） 

 本市の女子サッカー振興拠点「神戸レディースフットボールセンタ

ー」を活用し、子供の健全育成及び女子サッカーの振興のため、 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ企画課 
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取組内容 取組状況 所管課 

トップスポーツチームとの 

連携 

INAC 神戸の元選手及びコーチによる子ども(5 歳～小学 3 年生)

向けの INAC サッカー教室を通年で開催した。 

【実施状況】年 25 回 

 

・VISSEL 神戸によるサッカー教室 

小中学校や地域スポーツクラブ等を対象に、VISSEL 神戸の選

手・スタッフが指導を行う巡回教室を実施した。 

【実施状況】 

小学校：122 回、中学校（部活動指導）：4 回 

保育所・幼稚園：29 回、地域スポーツクラブ：10 回 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 

東京 2020 オリンピック・ 

パラリンピック競技大会に

おける先導的共生社会

ホストタウンの認定 

令和元年 10 月に、先導的・先進的なユニバーサルデザインのま

ちづくりと心のバリアフリーに取り組む自治体として、内閣官房東京オ

リンピック・パラリンピック推進本部事務局より新たに「先導的共生社

会ホストタウン※」として認定された。 

文化スポーツ局 

国際スポーツ室 

しあわせの村多目的運

動広場の改修 

 東京2020オリンピック・パラリンピック等に向け、しあわせの村多目

的運動広場（陸上トラック 400m・6 レーン及びインフィールドの芝

生）の改修に着手。 

 改修後は、国内唯一となる国立競技場と同じ全天候型舗装材

を使用したトラックとなり、東京オリンピック・パラリンピックを身近に感

じられる施設となる（令和 2 年 9 月 2 日供用開始）。 

福祉局 

政策課 

 

建設局 

公園部管理課・ 

公園部整備課 

神戸 2022 世界パラ 

陸上競技選手権大会 

パラ・スポーツの機運が大きく高まる東京 2020 パラリンピックの翌

年に開催される世界パラ陸上競技選手権大会を誘致するため、

関係団体等と連携して活動を進めた結果、令和元年 4 月に神戸

市が開催都市に選定された。これを受けて、令和元年 9 月に組織

委員会を設立し、令和 2 年 2 月に国際パラリンピック委員会との間

で開催合意書を締結した。また、大会 PR のため、室伏広治氏

（オリンピック金メダリスト）と山本篤氏（パラリンピック銀メダリス

ト）に大会アンバサダーを委嘱した。 

【神戸大会の概要】 

主催：国際パラリンピック委員会(第 10 回大会、東アジア初) 

開催時期：2022 年８月 26 日～９月４日 

       →東京 2020 パラリンピックの開催が約 1 年延期さ

れたことに伴い、当初の 2021 年夏季から延期 

競技会場：ユニバ―記念競技場 

参加人数：約 100 の国と地域より選手約 1,300 人 

（うち約 400 人は車椅子）、役員約 1,000 人 

観 客 数：10 万人（1 日 1 万人） 

文化スポーツ局 

国際スポーツ室 

 ※パラリンピアンとの交流をきっかけに共生社会を実現するため、先導的かつ先進的なユニバーサルデザインの街づくり及び心のバリアフリーの

取組を総合的に実施する共生社会ホストタウンについて、重点的な支援措置を講ずることにより、その取組を加速することを目的に、要件を

満たす自治体を東京オリンピック・パラリンピック推進本部事務局が「先導的共生社会ホストタウン」として認定。 
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（２）質の高い指導者とボランティアの養成と活用 

取組内容 取組状況 所管課 

神戸市スポーツ推進委

員との連携 

スポーツ基本法の規定に基づき委嘱するスポーツ推進委員と連

携し、市内で開催される様々なスポーツイベントの運営を行った。 

【委嘱人数】 

東灘区 灘区 中央区 兵庫区 北区

13人 14人 16人 19人 17人

長田区 須磨区 垂水区 西区 計

21人 18人 27人 26人 171人  

【出務状況】※延べ回数 

東灘区 灘区 中央区 兵庫区 北区

115回 175回 161回 177回 123回

長田区 須磨区 垂水区 西区 計

168回 198回 248回 283回 1,648回
 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

スポーツ功労者表彰 

（公財）神戸市スポーツ協会加盟団体等の役員に 10 年以上

在籍した方等、スポーツの振興に著しく寄与した年齢満 45 歳以上

の方を対象に、その功績を称える「神戸市スポーツ功労者表彰」を

行った。 

【令和元年度受賞者】 

18 名（受賞者の所属団体は下記のとおり） 

神戸市陸上競技協会、神戸市水泳協会、神戸市剣道連盟、 

神戸市サッカー協会、神戸市体操協会、神戸柔道協会、 

神戸市卓球協会、神戸市バスケットボール協会、 

神戸市スキー協会、神戸市中学校体育連盟、 

神戸市小学校スポーツ協会、神戸市アイスホッケー協会 

東灘区体育協会、西区体育協会 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

（３）スポーツ団体等の連携・協働およびガバナンスの強化 

取組内容 取組状況 所管課 

(公財)神戸市スポーツ協

会との連携 

（公財）神戸市スポーツ協会と連携し、神戸市におけるスポーツ

の普及及び競技力の向上を図るとともに、市民の健全な心身の

発達及び保持に寄与する事業を実施した。 

【神戸市民体育大会の開催】 

 全市規模での競技会の開催を通じて、競技参加選手・団体相

互の交流と競技力の向上を図るとともに、市民の健康づくりとスポー

ツ活動への参加意欲を高めることを目的に、神戸市民体育大会を

開催した。 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 
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取組内容 取組状況 所管課 

 

(公財)神戸市スポーツ協

会との連携 

（開催競技） 

陸上競技、水泳競技、ソフトテニス、卓球、バレーボール、バスケ

ットボール、サッカー、軟式野球、柔道、剣道、バドミントン、 

弓道、ソフトボール、体操競技、テニス、ハンドボール、なぎなた、

ボウリング、アーチェリー、空手道、バトン、少林寺拳法 (22 競技) 

（参加者数） 

  43,200 人 

 

【神戸市総合体育大会の開催】 

各区を代表する小学生から社会人までの幅広い年齢層の市民

が市内全域から参加し、各区対抗形式で競い合う神戸市総合体

育大会を開催した。 

（開催競技） 

  陸上競技、水泳競技、ソフトテニス、卓球、バレーボール、バスケ

ットボール、サッカー、軟式野球、柔道、剣道、バドミントン、 

弓道、ソフトボール、空手道、ボウリング（15 競技） 

（参加者数） 

  16,400 人 

 

【競技団体競技力向上事業の実施（再掲）】 

競技団体に対し、各競技種目の優秀選手並びに将来性のある

選手に適切な指導を計画的・継続的に行うことによって、精神的に

も技術的にも優れた選手を育成するための合同強化練習にかかる

費用の一部を補助する競技力向上事業補助を実施。 

 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 

 

（４）神戸市におけるスポーツ情報の一元化 

取組内容 取組状況 所管課 

KOBE SPORTS WEB

の運用 

神戸のスポーツ情報を一元的に発信するウェブサイト「KOBE 

SPORTS WEB」を活用し、効果的な情報発信に努めた。 

市が主催する大会・イベント以外のほか、競技団体が主催する

大会・イベント情報も掲載し、情報の一元化を図った。 

 

 

 

 

（令和元年度ウェブ閲覧件数）107,507 件 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 
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取組内容 取組状況 所管課 

ＳＮＳを活用した情報

発信 

市の facebook ページを活用し、市内のスポーツイベント等の情

報発信を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 
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政策３ 日常的活動の推進 

（１）歩き・走り・自転車移動しやすい環境の整備 

取組内容 取組状況 所管課 

ウォーキング・ランニングの 

推進 

(1)中央体育館ランニングクラブの運営 

中央体育館を拠点に活動するランニングクラブを運営した。 

（会員数：205 人（令和２年４月現在）） 

【活動内容】 

週に１回の練習会や、フォームチェックなどのイベントを定期的に

実施。メンバーは、市内体育館（６施設）の更衣室・シャワー室

をランニングステーションとして活用することもできる。 

 

(2)ウォーキングイベントの開催 

季節に合わせた市内の名所をウォーキングで楽しむイベントを開

催した。 

①おにぎりウォーキング

日程 テーマ 参加者

4月16日
近隣の桜を堪能～大倉山公園の絶景と桜と

水の科学博物館の桜並木～
24人

5月11日
ビール工場と三田散策～神戸山中のビール

工場という宝探し～
17人

6月23日 絶景！五色塚古墳と海風を満喫 19人

10月20日 季節の果実を味わおう！（柿狩り） 10人

11月24日 蔵開き！世界に誇る神戸灘の酒造巡り 22人

1月19日 開運！神社・お寺巡り 17人  

②ファミリーウォーキング

日程 テーマ 参加者

4月7日
桜の名所の公園巡り

東遊園地～水の科学博物館～JR兵庫駅
219人

7月7日

長田の下町と兵庫津の道を巡る

妙法寺川左岸公園～キャナルプロムナード

～JR兵庫駅

256人

8月11日
新神戸から市章山・錨山を経て元町へ

新神戸駅～市章山～JR元町駅
240人

11月3日
須磨寺公園から山麓の紅葉を楽しむ

JR須磨駅～妙法寺川公園～JR新長田駅
216人

1月5日
神戸八社で厄除け祈願

新神戸駅～大倉山公園～JR神戸駅
310人

 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 

しあわせの村多目的運

動広場の改修（再掲） 

 東京2020オリンピック・パラリンピック等に向け、しあわせの村多目

的運動広場（陸上トラック 400m・6 レーン及びインフィールドの芝

生）の改修に着手。 

 改修後は、国内唯一となる国立競技場と同じ全天候型舗装材

を使用したトラックとなり、東京オリンピック・パラリンピックを身近に感

じられる施設となる（令和 2 年 9 月 2 日供用開始）。 

福祉局 

政策課 

 

建設局 

公園部管理課・ 

公園部整備課 
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取組内容 取組状況 所管課 

自転車利用の促進 

(1)神戸市自転車活用推進計画の策定 

自転車活用推進法に基づく地方版の計画として、「神戸市自転

車活用推進計画」を策定した（令和２年６月策定）。 

【計画の概要】 

目標年次：令和 7 年度 

（基本方針・施策） 

①自転車で安全・快適に「走る」 

・安全・快適な自転車走行環境 

・すべての駅利用者に快適で美しい駐輪環境 

・安全な自転車利用のためのルール・マナーの啓発推進 

②自転車で神戸を「楽しむ」 

・神戸の山・海・田園を楽しむ環境づくり 

・自転車で神戸を楽しむイベント 

③自転車を「活かす」 

・シェアサイクルの更なる推進 

・新たな交通手段としての自転車活用 

・災害時の自転車活用 

 

(2)自転車走行空間の整備 

自転車利用台数の多い鉄道駅周辺で自転車交通量が多く、

歩道内に歩行者と自転車が混在している路線等を中心に、自転

車専用通行帯（自転車レーン）を基本に整備を進めてきたが、自

動車交通量の多い幹線道路等では安全面や利便性の観点から

課題が明らかとなっており、今後、望ましい自転車走行空間の実現

に向け整備形態の選定基準の整理に取り組んでいく。 

整備実績：約 13km（令和元年度：約 1.8km 延長） 

 

(3)神出山田自転車道のリニューアル 

神戸市唯一のサイクリングロードである神出山田自転車道の大

規模なリニューアルを実施した。 

今後、自転車道沿線のつくはら大橋休憩所をリニューアルし、里

山地域初となる「BE KOBE」モニュメントの設置を進めている。 

（令和 2 年 6 月 30 日より供用開始 ） 

神出山田自転車道：全長 19.3km（片道 2 時間程度） 

 

(4)ひょうごサイクリングモデルルートの取り組み 

兵庫県では、県を代表する広域の「ひょうごサイクリングモデルルー

ト」を設定し、質の高いサイクリング環境を目指している。 

建設局 

道路計画課 

 

建設局 

道路工務課 



21 

取組内容 取組状況 所管課 

自転車利用の促進 

本市は「武庫川・六甲山ヒルクライムルート」に該当し、令和元

年 7 月には神戸・阪神南地域モデルルート推進協議会を設置し、

安全で快適なサイクリング環境の創出に向けた検討を行った。 

（令和 2 年 7 月 20 日に、「武庫川・六甲山ヒルクライムルート」を

含む、「ひょうごサイクリングモデルルート」が公開された。） 

 

(5)シェアサイクル「Kobelin」の運用 

都心・ウォーターフロント周辺の回遊性向上と自転車総量抑制

を目的に電動アシスト付自転車のシェアリングサービスを実施してい

る。 

ポート(自転車貸出・返却拠点)：16 箇所(自転車 100 台) 

会員数：約 58,000 名（R2.3 末時点） 

        （参考 R2.9 末時点：63,000 名） 

建設局 

道路計画課 

 

建設局 

道路工務課 

 

（２）家庭における日常的活動の推進 

取組内容 取組状況 所管課 

健康創造都市KOBE推

進会議  

平成 29 年 7 月に「健康創造都市 KOBE 推進会議」を設立

し、民間企業や医療関係者等とともに、健康寿命の延伸、健康格

差の縮小対策、個人の健康づくり活動と企業の健康経営を通じた

市内経済の活性化を目指し、誰もが健康になれるまち「健康創造

都市 KOBE」を推進している。 

【主な活動内容】 

 推進会議の開催、幹事会の開催、こうべ健康経営会議の開催 

健康局 

健康企画課 

MY CONDITION 

KOBE 

市民が自身の健康状態を把握し、楽しみながら健康になれるよ

う、スマートフォン向けアプリを利用した市民 PHR（Personal 

Health Record）システム「MY CONDITION KOBE」を平成

31 年 4 月から運用開始した。 

利用者数：5,042 人（令和２年３月） 

※5,729 人（令和２年 9 月） 

【主な機能】 

①健診結果や生活データなどの健康状態の「見える化」 

②データに基づく健康アドバイス 

③特典と交換可能な健康ポイントの発行 等 

健康局 

健康企画課 
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（３）職場における日常的活動の推進 

取組内容 取組状況 所管課 

こうべ健康経営会議 

の開催 

健康創造都市 KOBE 推進会議の取り組みの一環として、健康

経営の進め方、神戸市のサポート内容、そして先進企業の事例紹

介等を通じ、健康経営への取り組みを推進するため「こうべ健康経

営会議」を開催している。 

※令和 2 年 3 月 16 日に開催を予定していたが延期 

健康局 

健康企画課 

MY CONDITION 

KOBE 

市民が自身の健康状態を把握し、楽しみながら健康になれるよ

う、スマートフォン向けアプリを利用した市民 PHR（Personal 

Health Record）システム「MY CONDITION KOBE」につい

て、令和 2 年 1 月より、利用資格を市内企業の社員に拡大した。 

【企業加入件数】 

4 社（令和 2 年 3 月） 

※10 社（令和２年 9 月） 

【MY CONDITION KOBE への加入でできること】 

①社員全体の健康状態の分析 

②社員個人の健康管理 

③社員への健康コンテンツの配信 

④健康ポイントの運用 

⑤ランキングイベントの開催 

⑥オンライン保健指導の実施 

健康局 

健康企画課 

 

（４）バリアフリー環境の整備 

取組内容 取組状況 所管課 

スポーツ施設の 

バリアフリー化 

新たに整備を予定している「新垂水体育館」および「磯上公園

内新体育館」について、バリアフリー化の検討を行った。 

 

①新垂水体育館 

【主なバリアフリー機能】 

・多機能トイレの設置 

・ピクトグラムの活用 

・点字ブロックの敷設 

②磯上公園内新体育館 

【主なバリアフリー機能】 

・多機能トイレの設置 

・ピクトグラムの活用 

・点字ブロックの敷設 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 
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政策４ “神戸らしいスポーツ”の推進 

（１）自然を活かしたスポーツ環境の整備 

取組内容 取組状況 所管課 

六甲山を活用したスポー

ツ環境の整備 

(1)KOBE 六甲全山縦走・半縦走大会の開催 

六甲山の豊かな自然の恵みを感じながら、自己の体力の限界へ

の挑戦、そして全国各地の仲間が六甲山を通じて親善交流を図る

「2019KOBE 六甲全山縦走・半縦走大会」を開催した。 

【開催状況】 

(全山縦走大会) 

須磨浦公園～菊水山～掬星台～一軒茶屋～宝塚 

開催日：令和元年 11 月 10 日、23 日 

参加者：2 日計 3,121 人 

完走者：2 日計 2,561 人 

(半縦走大会) 

 須磨浦公園～菊水山～新神戸 

開催日：令和元年 11 月 23 日 

参加者：676 人 

完走者：598 人 

 

(2)シム記念・摩耶登山マラソン大会の開催 

日本初の長距離ロードレースと言われている、神戸リガッタ・アン

ド・アスレチック倶楽部が約 150 年前に開催した、旧居留地と摩耶

山を往復するロードレースを一部再現した第 7 回シム記念・摩耶

登山マラソン大会を開催した。 

【開催状況】 

開催日：令和元年 12 月 7 日 

コース ：ロングコース（10km） 

      ショートコース（3km） 

      わくわくチームランコース（3km） 

参加者：402 人 

文化スポーツ局 

文化交流課 

 

灘区まちづくり課 

須磨海岸を活用したスポ

ーツ環境の整備 

・須磨海浜水族園・海浜公園の再整備 

Park-PFI（公募設置管理制度）を活用して、須磨海浜水族

園・海浜公園を一体的に再整備する。民間事業者の公募を行

い、令和元年 9 月に優先交渉権者を決定し、12 月に公募施設

設置等計画を認定した。 

須磨海浜公園内で、新たに幼稚園の運動会から地域のスポー

ツ大会まで幅広い利用に対応するコミュニティ広場等の整備を予定

している。 

建設局 

公園部整備課 

 

経済観光局 

観光企画課 
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（２）神戸発祥のスポーツなどの推進 

取組内容 取組状況 所管課 

神戸マラソンの開催 

 令和元年 11 月 17 日（日）、大会テーマ「感謝と友情」、キャ

ッチフレーズ『「ありがとう」の 42.195km』のもと、第９回神戸マラソ

ンを開催した。 

震災 25 年の年度に開催する大会として、スタートセレモニーでの

『２万人で咲かせる「感謝と友情」のひまわり』に加えて、EXPO 会

場での展示やフィニッシュ後の炊き出しの提供を行い、震災の教訓

を伝え続けるという、他大会にはない神戸マラソンの開催意義を発

信できた大会となった。 

また、第９回大会は第８回大会に引き続き、世界陸連(WA)

が認定する世界の主要ロードレース格付けである「ブロンズラベル」

大会として実施した。招聘したエリートランナーの活躍により、男女と

もに大会記録が更新され、市民マラソンではトップレベルの記録を持

つ大会となった。 

さらに、大会の魅力化・ブランド化の促進として、ひょうご・神戸の

街の特性（ジャズ、ファッション、グルメ、スイーツ等）を活かしたホス

ピタリティの充実とＰＲに努めるとともに、在関西領事館や姉妹都

市から「国際交流推進ランナー」を迎え、マラソンを通じた国際交流

を図った。 

【第９回大会結果 ※（ ）は前回大会】 

①出走者数等  

出走者 完走者 完走率 

20,320 人

（20,395 人） 

19,444 人

（19,562 人） 

95.7％

（95.9％） 

②沿道応援者数、イベント来場者数 

沿道応援者 集客イベント 
ＥＸＰＯ 

【２日間】 

610,000 人

(600,000 人) 

43,000 人

(42,500 人) 

30,000 人

（29,500 人） 

③ボランティア参加者数 

４日間計（大会当日・ＥＸＰＯ・準備） 

6,851 人（6,808 人） 

⑤経済波及効果  

 兵庫県 うち神戸市 

80.0 億円（80.6 億円） 73.4 億円（71.3 億円） 
 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 
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取組内容 取組状況 所管課 

六甲シティマラソンの開催 

小学生から高齢者・親子ペアのファミリーなど、バラエティに富んだ

市民ランナーが参加。 

 

日程：令和元年 11 月 10 日 

内容：男女年齢別 10 ㎞、5 ㎞、3 ㎞、1.5 ㎞の 26 部門 

場所：六甲アイランド内（10 ㎞は日本陸連公認コース） 

参加者数：7,401 人（内選手 3,279 人） 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 

女子サッカーの振興 

(1)FIFA 女子ワールドカップ 2023 開催都市への立候補 

 FIFA 女子ワールドカップ 2023 日本招致を目指す公益財団法

人日本サッカー協会（JFA）からの開催都市自治体の募集を受

け、女子サッカーの振興および市民スポーツの振興のため、開催都

市として立候補した。 

【招致活動に関するスケジュール】 

 令和元年 12 月 12 日 FIFA へ開催提案書、招致に関連 

 した最終書類、開催合意書などを提出 

 令和 2 年 1 月～2 月 FIFA によるインスペクション 

 令和 2 年 4 月 招致評価レポートの公表 

 令和 2 年 5 月 FIFA カウンシルにおいて開催国を指名予定 

 ⇒令和 2 年 6 月 22 日に日本サッカー協会は臨時理事会を開

催し、本大会の招致から撤退することを決定した。 

 

(2)全国高等学校女子サッカー選手権大会の開催 

 高校女子サッカーの最高峰の大会である「全国高等学校女子サ

ッカー選手権大会」を神戸をメイン会場として開催した。 

【開催内容】 

時会期：令和 2 年 1 月 3 日～1 月 12 日 

※予選 2 試合をいぶきの森球技場で開催 

準決勝・決勝をノエビアスタジアムで開催 

出場校：32 校（兵庫県は日ノ本学園高校(関西 1)、 

神戸弘陵学園高校(開催県枠)の 2 校） 

結亜果：優 勝 藤枝順心高校（静岡） 

       準優勝 神村学園高等学校（鹿児島） 

          ※日ノ本学園高校はベスト 8（準々決勝敗退） 

         神戸弘陵学園高校はベスト 16（2 回線敗退） 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 
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（３）子供や若者が楽しめるスポーツ環境の整備 

取組内容 取組状況 所管課 

スポーツイベント等の情報

発信 

 （公財）神戸市スポーツ協会において、年 7 回、広く市民を対

象としたスポーツ関連の情報を集約した「スポ協つうしん」を発行し

市内各所に年 3 回、また、子供向けのスポーツ教室や体験イベント

などの情報を集約した「スポ協つうしんジュニア」を発行し、市立の学

校園等にそれぞれ配布した。 

 

 

 

 

 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

(公財)神戸市 

スポーツ協会 

 

（４）スポーツツーリズムの推進 

取組内容 取組状況 所管課 

ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ

2019™神戸大会の開

催 

令和元年 9 月 20 日から 11 月 2 日の 44 日間にかけて、ラグ

ビーワールドカップ 2019™日本大会が開催された。 

神戸では、決勝戦に進出した南アフリカ、イングランドなどの強豪

国・伝統国の試合が４試合開催され、国内外から約11万人の熱

狂的なファンでスタジアムは埋め尽くされた。メリケンパークに設置した

ファンゾーンにおいても 8 日間で約 9 万人が訪れた。そして、試合当

日だけではなく、試合の前日や試合後も、多くの外国人の皆さんに

神戸のまちのグルメや観光を楽しんでいただいた。また、神戸で試合

のあった一部のチームと市内小学生との交流事業も実現された。 

【大会開催結果】 

 

日程 試合 スコア 観客動員数

9月26日 イングランド　V　アメリカ 45-7 27,194人

9月30日 スコットランド　V　サモア 34-0 27,586人

10月3日 アイルランド　V　ロシア 35-0 26,856人

10月8日 南アフリカ　V　カナダ 66-7 28,014人

109,650人合計  

 

【ファンゾーン】 

 

日程 開催時間 来場者数 備考

9月26日 11：00-22：00 11,500人 神戸開催

9月28日 11：00-21：30 10,500人 日本代表戦

9月29日 11：00-19：00 9,000人

9月30日 11：00-21：30 8,000人 神戸開催

10月3日 11：00-21：30 5,500人 神戸開催

10月5日 11：00-22：00 25,500人 日本代表戦

10月6日 11：00-19：00 9,300人

10月8日 11：00-21：30 8,700人 神戸開催

88,000人合計  

文化スポーツ局 

国際スポーツ室 
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取組内容 取組状況 所管課 

ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ

2019™神戸大会の開

催 

【大会開催による経済効果】 

 経済波及効果：124 億円 

直接効果：インフラ・大会運営費 43.9 億円、宿泊 14.8 億円 

飲食 11.1 億円、交通 4.1 億円、買物 0.7 億円 

娯楽等サービス 10.6 億円、 

 ＧＤＰ効果：68 億円 

 

【地域交流事業】 

・10 月１日 アイルランドチームの公開練習見学等を実施 

（西灘小学校 6 年生 86 人） 

・10 月 2 日 スコットランドチームによる学校訪問を実施 

（明親小学校全校生約 520 人） 

・10 月 3 日 カナダチームによる学校訪問を実施 

           (大開小学校 6 年生・神戸中央少年ラグビークラブ約 100 人) 

・10 月 10 日 南アフリカチームによる学校訪問を実施 

        （こうべ小学校 5・6 年生約 250 人） 

文化スポーツ局 

国際スポーツ室 

ワールドマスターズゲーム

ズ 2021 関西の開催準

備 

 大会開催に向けて、競技参加エントリーの受付及びボランティアの

募集を開始したほか、各種イベントにおいて大会認知度向上のため

のプロモーション活動を実施した。 

なお、大会は令和 4（2022）年へ延期されることが決定。延

期後の開催日程は調整中。 

【エントリー状況】 

・令和 2 年 2 月 1 日から受付開始 

・エントリー数（R2.11.5 時点） 

14,932 人（うち国内 13,148 人、国外 1,784 人） 

・エントリー開始当初は順調に伸びていたが、新型コロナウイルス感 

染症の影響で 3 月後半から減少し、現在は 1 日数名程度、国

外に至っては、ほぼ伸びが止まっている状況。 

・大会延期後も既エントリーは引き続き有効。 

 

【ボランティア募集状況】 

・令和元年 11 月に募集開始 

・募集状況（R2.10.19 時点） 

組織委員会募集分：23 団体290人、79 グループ217人、 

個人 1,464 人の合計 1,971 人 

神戸市・兵庫県募集分：5 団体47 人、20グループ58 人、 

個人 158 人の合計 263 人 

・県市合同でボランティアセンターを設置（R2 .6 月） 

文化スポーツ局 

国際スポーツ室 
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取組内容 取組状況 所管課 

ワールドマスターズゲーム

ズ 2021 関西の開催準

備 

【プロモーション活動（令和元年度）】 

・各種イベントへの出展 

神戸まつり、国際フロンティア産業メッセ（＠国際展示場）、 

空の日イベント（＠神戸空港）、神戸マラソン EXPO（＠国

際展示場）、神戸ルミナリエ（＠東遊園地）等 

・競技体験 

①オリエンテーリング体験実施：県主催 WMG２年前イベント、 

組織委主催２年前イベント、住友電工チャレンジカップ＆スポ

ーツアカデミー等 

②車いすバスケットボール体験実施：「スポーツで輝け！ひょうご」 

・都市装飾 

①カウントダウンボード設置（JR 元町駅東口）(R1.12.14～) 

②市営地下鉄駅構内等に大会 PR 広告を掲出（R1.12 月～) 

③神戸空港出発ロビーに大会 PR 広告を掲出（R2.3 月～) 

④フラワーロードへ道路バナー掲出（R2.1～３月） 

文化スポーツ局 

国際スポーツ室 

神戸 2022 世界パラ 

陸上競技選手権大会 

（再掲） 

パラ・スポーツの機運が大きく高まる東京 2020 パラリンピックの翌

年に開催される世界パラ陸上競技選手権大会を誘致するため、

関係団体等と連携して活動を進めた結果、令和元年 4 月に神戸

市が開催都市に選定された。これを受けて、令和元年 9 月に組織

委員会を設立し、令和 2 年 2 月に国際パラリンピック委員会との間

で開催合意書を締結した。また、大会 PR のため、室伏広治氏

（オリンピック金メダリスト）と山本篤氏（パラリンピック銀メダリス

ト）に大会アンバサダーを委嘱した。 

【神戸大会の概要】 

主催：国際パラリンピック委員会(第 10 回大会、東アジア初) 

開催時期：2022 年８月 26 日～９月４日 

       →東京 2020 パラリンピックの開催が約 1 年延期さ

れたことに伴い、当初の 2021 年夏季から延期 

競技会場：ユニバ―記念競技場 

参加人数：約 100 の国と地域より選手約 1,300 人 

（うち約 400 人は車椅子）、役員約 1,000 人 

観 客 数：10 万人（1 日 1 万人） 

 

 

 

 

文化スポーツ局 

国際スポーツ室 
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取組内容 取組状況 所管課 

大規模スポーツイベントの 

開催 

国際級・全国級をはじめとするスポーツ大会を神戸で開催し、大

会への参加・観戦のために多くの方が神戸を訪れた。 

【令和元年度に市内で開催された主なスポーツイベント】 

(1)2019 日本グランプリシリーズ 第 67 回兵庫リレーカーニバル 

(2)FUTSAL KOBE FESTA2019 

(3)全農杯平成 31 年度全日本卓球選手権大会 

（ホープス・カブ･バンビの部） 

(4)第 32 回全日本高校・大学ダンスフェスティバル 

(5)令和元年度全国中学校体育大会 

第 48 回全国中学校ハンドボール大会 

(6)第 28 回全日本高等学校女子サッカー選手権大会 

(7)第 103 回日本陸上競技選手権大会男子・女子 20km 競歩 

文化スポーツ局 

スポーツ企画課 

 

（５）産業や大学等との連携によるハイパフォーマンス環境の整備 

取組内容 取組状況 所管課 

KOBE スマートランニング

サービス実証実験 

 ICT×スポーツを活用したまちのにぎわいづくりの実証事業として、

「KOBE スマートランニングサービス」実証実験を行った。 

【実証実験の概要】 

実施期間：平成 29 年 12 月 19 日～令和元年 11 月 30 日 

実施場所：「アシックス×神戸市ランニングコース」約 5km 

体験内容：「アシックス×神戸市ランニングコース」上の６箇所 

        に検知器を設置し、BLE(低電力ブルートゥース) 

タグを持ったランナーがコースを走ることで、自身の走行 

タイム等をスマートフォンのアプリで確認できる。 

体験方法：①タグの貸出場所において BLE タグを無償で貸与 

a)アシックスストア神戸 

b)アシックススポーツミュージアム 

c)スパーゴなぎさ（H30.2 月より貸出開始） 

        ②スマートフォンに専用アプリ「RUN こうべ」をイン 

         ストールし、BLE タグ登録 

        ③BLE タグを持ってランニングコースにてランニング 

 

【実証実験の成果】 

ICT を活用したスポーツデータを取得できる環境を市民サービスと

して提供できたが、類似する機能が体験できるスマートフォンアプリが

登場したため、実証での利用が低迷した。 

企画調整局 

つなぐラボ 
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取組内容 取組状況 所管課 

KOBE スマートランニング

サービス実証実験 

しかし、同システムを利用し高校での授業を行うなど、ICT によるス

ポーツデータを活用したデータリテラシー向上教育の取組みは、今後

の教育分野における ICT 活用・データ活用の展開の可能性を広げ

ることが出来た。今後も、若年層へのデータ利活用教育の進展を

引き続き支援する。 

企画調整局 

つなぐラボ 

市立科学技術高等学校

でスポーツデータアナリスト

体験授業の実施 

産学官連携したデータや ICT を活用したまちづくりを推進するた

め、データを利活用できる人材育成の取組の一環として、㈱NTTド

コモ、㈱アシックスと連携し、市立科学技術高等学校において ICT

を活用したスポーツデータアナリスト体験授業を実施した。 

授業での取組結果については、バルセロナ市で開催された神戸

市主催の国際連携ワークショップ「World Data Viz Challenge 

2019(WDVC2019)」で発表を行った。 

 

【実施概要】 

 科学技術高校内のランニングコースに、「KOBE スマートランニン

グサービス（実証実験）」で活用している検知器を同高校内に２

箇所設置。陸上部等の選手が BLE タグを持って走行し、取得した

走行データをもとに、科学工学科の生徒３名が授業の一環として

スポーツデータ分析。一人ひとりにあった最適なトレーニングメニュー

の提案を行う。 

（実施期間：令和元年 5 月～令和 2 年 1 月） 

企画調整局 

つなぐラボ 

 


